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ふ
つ
う
は
机
の

上
で
考
え
る
ん

で
す
。
縦
か
け

る
横
は
面
積
と

か
、
努
力
を
増
や
せ
ば
成
果

が
あ
が
る
と
か
。
直
線
的
に

▲
と
こ
ろ
が
、
地
球
は
丸
い

の
で
、
縦
か
け
る
横
で
は
面

積
が
出
な
い
し
、
努
力
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
裏
目
に
出
る

こ
と
も
。
つ
ま
り
、
現
場
は

直
線
的
で
は
な
く
、
非
線
形

な
ん
で
す
▲
綿
花
の
値
段
は
、

過
去
百
年
に
わ
た
っ
て
、
記

録
が
残
っ
て
い
る
ん
だ
と
か
。

そ
の
値
の
動
き
の
グ
ラ
フ
の

線
は
、
た
と
え
ば
、
そ
の
一

年
だ
け
を
切
り
取
っ
て
み
る

と
、
同
じ
形
を
し
て
る
ん
だ

そ
う
で
す
。
な
ん
と
か
の
法

則
と
い
う
ら
し
い
の
で
す
が
。

ま
た
、
一
ヶ
月
だ
け
を
切
り

取
る
と
同
じ
形
、
一
週
間
だ

け
を
切
り
取
っ
て
も
同
じ
形

を
し
て
る
と
い
い
ま
す
▲
山

の
稜
線
も
、
そ
の
一
部
が
同

じ
形
を
し
て
い
て
、
岩
を
一

つ
見
て
も
同
じ
形
を
し
て
い

る
ん
だ
と
か
▲
ち
ょ
っ
と
こ

わ
く
な
っ
た
ん
で
す
。
あ
れ

も
こ
れ
も
や
ろ
う
と
思
っ
て

も
果
た
せ
ず
終
わ
る
人
生
を

送
る
人
は
、
同
じ
よ
う
な
一

年
を
、
一
ヶ
月
を
、
一
週
間

を
送
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、

同
じ
よ
う
な
今
日
一
日
を
…

…
▲
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と

信
じ
た
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
教
え
子
た
ち
に
は
、
今

日
の
頑
張
り
が
、
明
日
の
頑

張
り
に
な
り
、
一
週
間
、
一

ヶ
月
、
一
年
、
そ
し
て
三
年

間
の
集
大
成
と
な
る
、
と
話

そ
う
と
思
い
ま
す
。
今
を
生

き
ろ
、
と
。

視 座

高教組
２面 教育にもジェンダー視点を

政
府
は
10
月
28
日
、
国
家

公
務
員
の
賃
金
を
平
均
7.8
％

カ
ッ
ト
す
る
「
給
与
臨
時
特

例
法
案
」（
以
下
賃
下
げ
法
案
）

の
今
国
会
で
成
立
を
優
先
さ

せ
る
と
す
る
閣
議
決
定
を
行

い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
賃
下

げ
法
案
に
は
人
勧
の
内
容
も

含
ま
れ
る
と
し
て
、
人
事
院
勧

告
を
実
施
す
る
た
め
の
法
案

は
提
出
し
な
い
と
し
ま
し
た
。

労
働
基
本
権
が
制
約
さ
れ

て
い
る
も
と
で
、
人
事
院
勧

告
を
経
な
い
給
与
の
カ
ッ
ト

は
明
確
な
憲
法
違
反
で
あ
り
、

国
家
公
務
員
法
違
反
で
す
。

「
給
与
臨
時
特
例
法
案
」
は

５
月
に
突
然
提
案
さ
れ
、
一

連
合
会
長
が

首
相
に
成
立
を
要
請

部
の
連
合
労
組
の
合
意
の
み

で
、
６
月
３
日
、
閣
議
決
定

を
強
行
し
、
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
菅
首
相
の
辞
職

や
法
案
に
対
す
る
抗
議
、
批

判
の
高
ま
り
、
保
守
層
か
ら

の
疑
問
視
の
声
や
人
事
院
総

裁
の
遺
憾
表
明
な
ど
を
受
け
、

継
続
審
議
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

成
立
が
不
透
明
な
状
況
に

あ
る
な
か
、
９
月
末
に
出
さ

れ
た
人
事
院
勧
告
を
う
け
、

臨
時
国
会
召
集
前
の
10
月
11

日
「
連
合
」
の
古
賀
会
長
が

野
田
首
相
と
の
会
談
で
、「
賃

下
げ
法
案
」
の
成
立
と
「
人
勧

の
見
送
り
」
を
要
請
し
た
こ
と

か
ら
法
案
成
立
に
向
け
て
の
動

き
が
加
速
さ
れ
ま
し
た
。

平
均
7.8
％
の
カ
ッ
ト
は
３

地
方
公
務
員

地
方
公
務
員
、、民
間
民
間
へへ
の
波
及
も

の
波
及
も  

地
方
公
務
員

地
方
公
務
員
、民
間
民
間
へ
の
波
及
も

の
波
及
も 

地
方
公
務
員
、民
間
へ
の
波
及
も 

人
事
院
勧
告
よ
り
も
憲
法
違
反
の
法
案
を
優
先 

人事委員会勧告の主な概要（静岡県）
1.  月例給：－7 4 8円（－0 . 1 9％）→年間約－1 . 2万円
2.  ボーナス：3 . 9 5月（据え置き）→民間は3 . 9 7月

（差0 . 0 2月×3 9万円＝0 . 7 8万円）
3.  経過措置額（現給保障）の廃止
（H24年４月以降、必要な経過措置を講じた上で）

4.  実施時期：H23年12月（期末手当を減額して）
5.  勤務条件等の諸課題
�　教育職員の多忙化は解消されていない。今後とも教育委員会、
学校、職員が連携し、多忙化解消や業務改善に向け、より一
層取り組む事を期待。

�　メンタル疾患による長期休業者が減少していない。
その対策の充実を。パワハラやセクハラのない職場作りを。

�　定年延長に向けた制度の見直し
定年を段階的に65才まで延長することが適当。
そのための立法措置に向け意見を申し出た。

安倍教育長に「勤務条件改善を求め
る署名」を提出する木藤委員長（左）

7.8％（  50万円  ）も削減 7.8％（  50万円  ）も削減 77..88％％（（    5500万万円円    ））もも削削減減  7.8％（  50万円  ）も削減 
『賃下げ法案』は撤回せよ！ 
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年
間
の
臨
時
措
置
と
し
て
も
、

単
純
計
算
で
年
50
万
円
の
削

減
で
す
。

公
務
労
組
連
絡
会
が

怒
り
の
行
動

全
労
連
公
務
部
会
と
公
務

労
組
連
絡
会
は
、
10
月
28
日
、

総
務
省
前
で
抗
議
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
国
家
公

務
員
の
賃
下
げ
は
、
民
間
に

も
波
及
し
、
国
民
全
体
の
賃

下
げ
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
に

よ
り
経
済
停
滞
を
深
刻
化
さ

せ
、
震
災
復
興
に
も
逆
行
す

る
」「
公
務
員
賃
金
カ
ッ
ト
を

言
っ
て
い
る
議
員
や
政
党
は
、

復
興
財
源
と
い
う
な
ら
議
員

一
人
あ
た
り
４
６
０
０
万
円
、

総
額
320
億
円
に
も
な
る
政
党

助
成
金
を
返
上
し
た
ら
ど
う

だ
」
な
ど
怒
り
の
声
が
響
き

ま
し
た
。
中
央
行
動
は
11
月

10
日
に
も
実
施
さ
れ
、
諸
要

求
実
現
に
む
け
、
決
起
集
会
、

省
庁
要
請
な
ど
が
終
日
行
わ

れ
ま
し
た
。（
二
面
に
関
連
）

臨
時
教
職
員

臨
時
教
職
員
の
年
休
繰
り
越
し
を
検
討

の
年
休
繰
り
越
し
を
検
討 

臨
時
教
職
員
の
年
休
繰
り
越
し
を
検
討 

―
第
―
第
１１
回
教
育
長
交
渉
―

回
教
育
長
交
渉
―
 

―
第
１
回
教
育
長
交
渉
―

人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
、

高
教
組
は
11
月
１
日
、
第
一

回
の
教
育
長
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

給
与
に
関
し
て
は
、
勧
告

ど
お
り
の
改
定
と
回
答
、
諸

手
当
に
つ
い
て
も
改
善
回
答

は
な
く
、
定
通
・
産
振
手
当

に
つ
い
て
は
３
年
越
し
の
提

案
で
あ
る
と
し
て
、
削
減
の

上
、
12
年
４
月
実
施
と
回
答

し
ま
し
た
。

「
現
給
保
障
」
に
つ
い
て
は
、

国
並
み
と
せ
ず
「
廃
止
の
具

体
的
な
方
法
を
検
討
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

臨
時
教
職
員
の
改
善
に
関

し
て
は
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。

「
看
護
休
暇
、
短
期
の
介
護
休

暇
に
つ
い
て
、
無
給
休
暇
と

し
て
付
与
す
る
方
向
で
、
ま

た
年
休
の
繰
り
越
し
に
つ
い

て
は
任
用
が
引
き
続
く
場
合

に
あ
っ
て
は
、
勤
務
校
が
変

更
と
な
っ
て
も
可
能
と
す
る
方

向
で
検
討
」
と
の
回
答
で
す
。

今
後
さ
ら
に
改
善
回
答
を
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

減額が続く年間給料 
（本県職員で2000年を基準） 
04

35万 

マ
イ
ナ
ス
額 

09

53万 

11 年 

約130万 

79万 

66万 

職員の平均年齢 
41.3才（2000年） 
　↓ 
42.7才（2001年） 
の定昇分を加味 
した時の減額分 

国が特例給で 
7.8％カットし、 
本県でも実施 
したとすると 

現
給
保
障
は

現
給
保
障
は
「
2
年
間
で

年
間
で 

廃
止
廃
止
」
を
盛
り
込
ま
ず

を
盛
り
込
ま
ず 

現
給
保
障
は

現
給
保
障
は
「
2
年
間
で

年
間
で 

廃
止
廃
止
」
を
盛
り
込
ま
ず

を
盛
り
込
ま
ず 

現
給
保
障
は
「
2
年
間
で 

廃
止
」
を
盛
り
込
ま
ず 

本
年
人
事
委
員
会
勧
告
の

主
な
内
容
は
表
の
通
り
で
す
。

国
と
大
き
く
ち
が
う
と
こ
ろ

は
、
55
歳
を
越
え
る
職
員
の
給

与
カ
ッ
ト
一
律
1.5
％
を
今
年

も
阻
止
し
た
こ
と
と
、
今
年

突
然
人
事
院
が
持
ち
出
し
た

「
現
給
保
障
の
廃
止
」
に
つ
い

て
、「
平
成
25
年
廃
止
」
を
明

言
せ
ず
、「
必
要
な
経
過
措
置

を
講
じ
た
上
で
廃
止
」
と
し

た
こ
と
で
す
。
50
代
を
中
心

に
、
58
歳
で
平
均
１
万
数
千

円
と
い
う
削
減
は
、
今
後
の

県
教
委
と
の
交
渉
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全国から１万人以上が結集 全国から１万人以上が結集 
「なくせ!! 原発」福島大集会に 

全全国国かからら１１万万人人以以上上がが結結集集  全国から１万人以上が結集 

大マスコミはなぜ報道しないのか、県民の怒りの姿を

「
な
く
せ
！
原
発
　
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
福
島
を
！

10
・
30
大
集
会
in
ふ
く
し
ま
」

が
、
10
月
30
日
、
福
島
市
の

「
四
季
の
里
」で
開
か
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
１
万
人
を
超
え
る
参

加
で
、
原
発
事
故
後
福
島
で
の

最
大
の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
よ
び
か
け
人
を

代
表
し
て
早
川
篤
雄
氏
（
楢
葉

町
・
住
職
）
と
片
岡
輝
美
氏

（
会
津
若
松
市
・
会
津
放
射
能
情

報
セ
ン
タ
ー
代
表
）
が
あ
い
さ

つ
。続

い
て
、
福
島
県
農
協
中
央

会
会
長
の
庄
條
徳
一
氏
、
浪
江

町
長
の
馬
場
有
氏
、
飯
舘
村
長

の
菅
野
典
雄
氏
、
福
島
県
前
知

事
の
佐
藤
栄
佐
久
氏
、
日
本

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長

な
ど
が
あ
い
つ
い
で
登
壇
。

馬
場
町
長
は
、「
本
当
に
、
悲

し
い
で
す
。
悔
し
い
。
浪
江

町
民
２
万
１
０
０
０
人
が
県

内
や
全
国
に
避
難
し
て
い
る
。

そ
ん
な
状
況
を
つ
く
っ
た
の

は
誰
だ
！
東
京
電
力
で
す
。

国
策
と
し
て
進
め
て
き
た
国

に
も
責
任
が
あ
り
ま
す
」
と

訴
え
ま
し
た
。

静
岡
か
ら
は
高
教
組
他
十

数
名
が
参
加
。
ス
テ
ー
ジ
上

か
ら
「
11
・
26
ひ
ま
わ
り
集

会
in
浜
岡
」
よ
び
か
け
人
代

表
の
望
月
聡
彦
氏
が
取
り
組

み
を
報
告
し
ま
し
た
。
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教
職
員
の
長
時
間
過
密
労

働
の
実
態
は
、
文
科
省
の
調

査
や
本
県
の
業
務
記
録
簿
の

結
果
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
、

そ
の
改
善
に
行
政
に
は
大
き

な
責
任
が
あ
り
、
早
急
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
教
職
員
へ
の
時

間
外
勤
務
手
当
の
支
給
を
可

能
と
す
る
法
整
備
と
制
度
の

創
設
は
不
可
欠
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

人
事
委
員
会
交
渉
の
中

で
、「
勤
務
時
間
終
了
後
３

〜
４
時
間
部
活
指
導
に
従
事

し
、
そ
れ
が
常
態
化
し
て
い

る
場
合
、
人
事
委
員
会
と
し

て
指
導
の
対
象
と
な
る
の

か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
委

員
会
側
は
「
指
導
の
対
象
、

何
ら
か
の
具
体
的
な
指
導
を

す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

０
８
年
か
ら
教
職
員
に
も
業

務
記
録
簿
が
本
格
的
に
導
入

さ
れ
、
勤
務
実
態
が
数
値
と

し
て
明
ら
か
に
な
り
、
人
事

委
員
会
も
看
過
で
き
な
い
事

態
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

教
員
に
時
間
外
勤
務
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

「
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」（
給
特

法
）
に
よ
り
実
習
・
行
事
・

会
議
・
災
害
の
４
項
目
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
教
職
調
整
額
４
％
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
常

行
っ
て
い
る
時
間
外
勤
務
は

こ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
ず
、
業

務
命
令
も
な
い
た
め
、「
教

員
に
は
時
間
外
勤
務
は
な

い
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
教
員
に
は
時
間
外
勤
務
を

さ
せ
な
い
」
と
い
う
の
が

「
給
特
法
」
の
精
神
で
す
が
、

そ
の
建
前
か
ら
あ
ま
り
に
も

か
け
離
れ
て
い
る
教
員
の
勤

務
実
態
が
あ
り
ま
す
。

「
給
与
構
造
改
革
」
に
よ

り
賃
金
の
削
減
が
す
す
み
、

教
職
員
に
は
「
義
務
教
育
等

教
員
特
別
手
当
」
の
削
減
等

が
加
わ
り
、
大
き
く
賃
金
が

削
減
さ
れ
ま
し
た
。
恒
常
的

な
長
時
間
過
密
労
働
は
放
置

さ
れ
た
ま
ま
、
労
働
時
間
に

応
じ
た
手
当
支
給
も
な
い
ま

ま
、
給
与
の
削
減
だ
け
が
す

す
ん
だ
と
い
う
の
が
こ
の
間

の
実
態
で
す
。

多
忙
化
解
消
に
向
け
教
職

員
の
増
員
、
少
人
数
学
級
の

実
現
、
業
務
の
見
直
し
な
ど

勤
務
条
件
の
改
善
を
す
す
め

る
こ
と
が
ま
ず
行
政
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
現

状
の
超
過
勤
務
に
対
す
る
賃

金
の
不
払
い
を
放
置
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

教
職
員
に
時
間
外
勤
務
手

当
と
休
日
給
を
支
給
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
、

「
給
特
法
」
を
見
直
し
、
教

職
員
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間
外

勤
務
手
当
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
は
行
政
の
責
任
で
あ

り
、
急
が
れ
る
課
題
で
す
。

教
職
員
に
時
間
外
勤
務
手
当
と

休
日
給
を
支
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

主
張

憲
法
違
反
、国
家
公
務
員
法

違
反
の
法
案
は
撤
回
せ
よ

「
公
務
労
組
連
絡
会
」
と

の
交
渉
の
中
で
、
主
濱
総
務

大
臣
政
務
官
は
概
略
以
下
の

よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

・
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
処

等
の
た
め
、
臨
時
の
特
例
措
置

と
し
て
、
カ
ッ
ト
を
行
わ
ざ

る
を
え
な
い
状
況
を
み
れ
ば
、

人
勧
の
マ
イ
ナ
ス
0.23
％
は
こ
の

内
数
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

・
厳
し
い
財
政
事
情
と
大
震
災

に
対
処
す
る
た
め
に
、
一
層
の

歳
出
削
減
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体

が
、
自
主
的
な
と
り
く
み
を

す
す
め
て
適
切
に
決
定
す
る

こ
と
が
大
切
。
同
様
の
引
き

下
げ
を
強
制
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
連
絡
会
は

・
労
働
基
本
権
が
制
約
さ
れ

て
い
る
現
行
法
の
も
と
で
は
、

人
勧
は
基
本
的
に
尊
重
す
べ

き
、
政
府
方
針
で
も
あ
る
は

ず
だ
。
今
年
の
勧
告
に
つ
い

て
も
労
働
組
合
と
誠
意
あ
る

交
渉
・
協
議
を
行
う
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
賃

下
げ
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
。

・
財
政
事
情
悪
化
の
責
任
を

公
務
員
に
転
嫁
す
る
総
人
件

費
２
割
削
減
に
道
理
も
根
拠

も
な
い
。

・
公
務
員
賃
金
引
き
下
げ
が

デ
フ
レ
を
加
速
し
、
経
済
を

一
層
冷
え
込
ま
せ
て
復
興
に

も
悪
影
響
を
与
え
る
。

・
勧
告
制
度
に
基
づ
か
な
い

賃
金
引
き
下
げ
は
憲
法
違
反

で
あ
る
。
等
主
張
、
撤
回
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

人
事
院
は
強
い
懸
念
を
表
明

人
事
院
も
勧
告
の
中
で
、

・
国
家
公
務
員
法
を
無
視
し

て
い
る
。

・
反
対
を
表
明
し
て
い
る
職

員
団
体
が
あ
る
。

・
減
額
支
給
の
間
は
基
本
権

制
約
の
代
償
措
置
が
本
来
の

機
能
を
果
た
さ
な
い
。

な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

強
い
懸
念
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
感
覚
を
磨
く
た
め

に
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
レ
ポ
ー
ト

を
持
っ
て
千
葉
で
開
か
れ
た
「
教
育

の
つ
ど
い
」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
私
が
参
加
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
教
育
」
の
分
科
会
の
傍
聴
者

は
、
女
性
の
み
で
レ
ポ
ー
タ
ー
も
男

性
は
１
人
だ
け
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

の
薄
い
学
校
現
場
を
象
徴
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

私
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
教
員
生
活
30

年
の
な
か
で
、
こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
が
ひ
ど
い
、
女
性
蔑
視
だ
、

あ
る
い
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

差
別
だ
と
感
じ
た

事
例
を
述
べ
た
も

の
で
す
。

た
と
え
ば
現
代

社
会
の
授
業
で
教

師
に
、
「
女
子
は

結
婚
し
た
ら
家
事

に
専
念
し
た
ほ
う

が
よ
い
」
と
言
わ

れ
怒
る
女
子
生
徒

た
ち
に
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
の
概
念
を
教
え
て
抗
議
さ
せ
、

そ
の
後
そ
の
教
師
か
ら
謝
罪
を
引
き

出
し
た
こ
と
、
痴
漢
の
被
害
者
に

「
お
前
の
ス
カ
ー
ト
が
短
い
か
ら
悪

い
ん
だ
」
と
説
教
を
す
る
男
性
教
員

に
「
そ
れ
は
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
で
す
」

と
反
論
し
た
こ
と
な
ど
、
日
常
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
関
わ
る
小
さ

な
出
来
事
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ア
ス
に
関
す
る
こ
と
を
こ
の
よ
う

に
堂
々
と
怒
れ
る
こ
と
が
す
ご
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
か
ら
不
平
等

だ
、
差
別
だ
と
思
っ
て
も
ジ
ェ
ン
ダ

ー
に
関
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
言
い

に
く
い
の
だ
そ
う
で
す
。
共
同
研
究

者
の
先
生
も
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
学
生

に
読
ま
せ
た
ら
、
「
こ
の
先
生
は
な

ぜ
こ
ん
な
に
は
っ
き
り
怒
れ
る
の

か
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

学
生
た
ち
の
目
に
は
、
い
つ
も
怒
っ

て
ば
か
り
い
る
怖
い
先
生
と
映
っ
た

よ
う
で
す
が
、
私
の
中
に
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
バ
イ
ア
ス
」
に
関
す
る
こ
と
は

絶
対
譲
れ
な
い
と
い
う
感
覚
が
幼
い

頃
か
ら
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夏
以
来
、
教
育
現
場
に
お
け
る
男

性
教
職
員
の
わ
い
せ
つ
・
セ
ク
ハ
ラ

行
為
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
と
生
徒
と
い
う
権
力
的
に
対
等

で
な
い
関
係
が
存
在
す
る
学
校
と
い

う
職
場
は
、
他
の
職
場
よ
り
も
セ
ク

ハ
ラ
が
お
こ
り
や
す
い
構
造
を
持
っ

て
い
ま
す
。
「
生
徒
は
教
師
に
お
と

な
し
く
従
う
も
の
だ
」
と
思
い
こ
み

傲
慢
な
態
度
を
と

る
教
員
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
意
識
が
差

別
に
つ
な
が
り
セ

ク
ハ
ラ
を
生
む
の

で
す
。
そ
こ
で
最

も
必
要
な
も
の
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

で
学
校
教
育
を
見

つ
め
直
す
こ
と
で

す
。
余
分
な
男
女

の
区
別
や
無
意
識
の
男
女
差
別
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
刷
り
込
み
が
な
い
か
常

に
検
証
す
る
こ
と
は
、
セ
ク
ハ
ラ
行

為
の
最
大
の
抑
止
力
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

人
事
委
員
会
は
高
教
組

が
強
く
要
請
し
た
事
項
に

つ
い
て
、
口
頭
伝
達
事
項

と
し
て
、
以
下
の
５
点
に

つ
い
て
教
育
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

①
教
職
員
の
多
忙
な

勤
務
の
解
消
の
た
め

に
実
効
性
の
あ
る
具

体
的
な
措
置
を
講
じ
て
ほ

し
い
。

②
希
望
者
が
育
児
休
業
の

取
得
、
育
児
休
業
短
時
間

勤
務
制
度
の
利
用
や
介
護

休
暇
の
取
得
が
で
き
る
よ

う
、
管
理
職
員
の
意
識
改

革
を
始
め
、
男
女
が
と
も

に
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

③
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
な
状
態
で
教
育
活
動

に
専
念
で
き
る
よ
う
、
労

働
安
全
衛
生
体
制
の
確
立

や
相
談
窓
口
の
充
実
等
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
。

④
教
育
現
場
は
教
員
同
士

の
協
力
・
共
同
の
場
で
あ

る
た
め
、
教
員
個
々
の
勤

務
実
績
を
給
与
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
は
な
じ
ま
な

い
。
教
員
に
格
差
を
作
る

よ
う
な
制
度
に
は
反
対
で

あ
る
。
反
映
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
職
員
組
合
と

十
分
話
し
合
う
機
会
を
持

っ
て
ほ
し
い
。

⑤
正
規
の
職
員
と

同
様
の
職
務
を
担

っ
て
い
る
臨
時
的

教
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

改
善
し
て
ほ
し
い
。

県
教
委
の
改
善
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
忙
解
消
に
具
体
的
措
置
を

教
育
長
へ
の
口
頭
伝
達
事
項
（
人
事
委
）
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